









体 力 思 赤目 の 論 理
保健体育脇 育教室 入 江 克 己
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伴う労働の質的転換 ― 監視作業に代表される単調労働,生産過程における有害物質の増加等 ―
が労働者の健康問題を成立させてぃる根源となっていることを認めながらも,あくまでも労働時間











































































































































































































































































































































































































鳥取大学教育学部 教育科学 第19巻 第1号
た輝動内容の浸透,過剰なまでの目的意識 ― 結果の強調と社会的,物理的環境への現実的有効性
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15)風早八十二 前掲書 p。187
16)同上書 p.68










の下で実施された。 (古屋芳雄「体力管理と体力検査」龍吟社 昭和16年 p.110)
19)川上武「現代日本医療史」勁草書房 1964 ュ 59
20)古屋芳雄 前掲書 p.78～79 傍点引用者




































































































47)山崎庸佑「現象学の展開」   .
和Fl召たと 日召不日49寄i p.111
48)国際体カテスト標準化委員会(lCSPFT)は,次のような体力測定の項目をあげている。(lχ国人
票と競技歴 (Personal Data and Athletic History)(2)医学的検査(Medical Exanination)(3淋
格と体組成 (Physique and BOdy Composition)(4)パフォーマンス・テスト(Performance Test)
49)メルローポンテイ「行動の構造」滝浦静雄,本田元訳 みすず書房 昭和43年 p.239
「刺激 → 反応」理論は,ワトソンの行動主義的心理学に発し,ハルの新行動主義は,嗽J激―
生体 (Organism)一反応」という関連において捉えられている。           ・
50)本田元「現象学」岩波新書 1970 p.150
51)猪飼道夫,加藤橘夫,前川峯雄編 前掲書 p.123 この「適応」の概念は,クロード・ベル
ナールの「内部環境の恒常性説」,ワルター・B。キャノンによる生理的変化のホメオスタシス
的な側面の強調に相通ずる。



























ける権利」田淵普也訳 人文書院 昭和47年 p,12)










訳 TBS出版会 昭和50年 p.54～55)ハンナ・アレント,ポー ル・ラフアルグも同様の指摘





























74)「広岡亮蔵著作集I 学力論」明治図書 1969 p.164

















F・パッペンハイム「近代人の疎夕滝 栗田賢三訳 岩波新書 1962

